
 四日市版コミュニティスクール報告書（令和６年度総括） 

 

四日市市立高花平小学校  

 

                    校長    高橋 雅紀 

             

 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

○保護者・地域住民が学校づくりに主体的に参画できる協議会を設置し、意見

交流や相互理解を通じて地域コミュティづくりの推進を図る。 

○保護者や地域の方々との協働連携による学習支援や児童安全見守り等活動を

継続・発展させ、学校・家庭・地域が一体となった児童育成をより一層推進

する。 

○継続してきた学校評価をより実効性のあるものへと高め、保護者や地域の

方々の願いが反映される教育活動を創造する。 

 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

＜登下校時の見守り活動＞ 

本地域においては、PTA と連合自治会の方々が連携し、登下校時の児童の見

守り活動を実施している。特に、交通量が多い押しボタン式信号交差点を中心

に、安全確保に努めている。また、近年頻繁に通学路に出没する猿による被害

を防止するため、自治会や警察とも連携をとっている。さらに、登下校時の見

守りとともに、挨拶ができる礼儀正しい子どもたちの育成にも力を注いでいる。 

 

＜クラブ活動指導＞ 

地域のグランドゴルフクラブの

方々には、学校のクラブ活動の指導に

協力をいただいている。今年度は、年

間 4 回の活動が行った。ルールや技術

の指導に加え、子どもたちと共に対戦

やプレーをしていただいた。子どもた

ちはこの活動を大変楽しみにしてお

り、地域の方々との交流の場としても

非常に有意義な活動となっている。 
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＜委員会活動＞ 

環境美化委員会では、５月と１２

月の委員会の時間に地域の方々の

ご協力をいただき、苗の植え方を教

えていただきながら共に花を植え

た。新校舎となり、新たに整備され

た花壇には色とりどりの美しい

花々が咲き誇り、情操教育の一助と

なっている。 

 

 

＜総合的な学習の時間「高花平のすてきな人を紹介しよう」＞ 

３年生は、地域で活躍する方々から

の講話を通じた学習に取り組んだ。 

子どもたちから提案があった６名

の地域協力者をゲストティーチャー

に迎えて協力いただいた。子どもたち

は講話の内容をまとめ、発表し、交流

を深めた。この活動は地域の方々にと

っても非常に有意義なものであり、来

年度以降も継続していきたいと考え

ている。 

 

＜地区合同防災学習＞ 

1 月 18 日（土）に実施いたしまし

た。高花平特別防災隊、四郷分団、小

林町自警団、防災士、元消防士、自治

会役員の方々にご参加いただいた。今

年度は、全校児童が防災時の食事やト

イレに関する講話を聞き、凝固剤を用

いた実験を行った。また、地震体験車

やダンボールベッドの作成、煙体験、

簡易担架作り、応急手当の体験も行っ

た。さらに、防災時の食事としてアルファ米のわかめご飯を食べる体験も実施

した。 

子どもたちにとって、防災に関する知識や具体的な実践方法を身につける貴

重な機会となった。 

 

 

 



＜授業参観と学校運営・教育活動に関する意見交換＞ 

本年度も、コミュニティスクール運営委員の方々に、2 回授業を参観いただ

いた。参観後には、授業や児童の様子を含め、学校運営や教育活動に関する意

見交換を行った。今年度は、「こころの天気」など、タブレットを活用した取り

組みや授業に関する多くの意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

○毎日の登下校時の見守りを通じて、地域の方々と子どもたちが顔見知りとな

り、挨拶を交わす関係が築かれたことにより、地域と子どもたち、学校との

つながりが一層深まった。  

○コミュニティスクール運営委員会において意見交換を行うことで、地域の子

どもたちの様子を把握し、学校の取り組みの成果や課題を再認識することが

できた。学校の授業の様子を通じて、委員の方々に学校の取り組みや子ども

たちの現状を理解していただく機会ともなった。 

 

 

３ 今後に向けて 

今年度は、コミュニティスクール委員の入れ替えにより、新たな視点からの

意見も寄せられ、教育活動の見直しや継続において有効となった。来年度以降

も、さらに地域と学校の連携を強化することで、子どもたちの成長に寄与する

活動を推進していきたいと考えている。 

地域の教育力を活用した活動は、豊かな人間性の育成において非常に有意義

である。来年度の地域合同防災学習では地域の防災訓練活動とも連携する予定

であり、今後もこうした地域の方々と子どもたちの交流の機会を創出していけ

るよう企画していく予定である。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 
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５ 
第１回コミュニティスクー
ル運営協議会（１５日１９：
００～２０：００） 

・委員の委嘱 
・令和６年度学校づくりビジョンについて 
・委員の皆様から（情報交換） 

６ 
第２回コミュニティスクー
ル運営協議会（２５日９：３
０～１１：２０） 

・授業参観 
・学校運営・教育活動に関する意見交換 

７ 
 
 

 

８ 
 
 

 

９ 
 
 

 

10 
第３回コミュニティスクー
ル運営協議会（９日９：３０
～１１：３０） 

・授業参観 
・学校運営・教育活動に関する意見交換 

11 
 
 

 

12 
 
 

 

１ 
 
 

 

２ 
第４回コミュニティスクー
ル運営協議会（４日１９：０
０～２０：１０） 

・学校評価の結果（総括） 
・来年度の方向性 

３ 
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